
様式４号－１

注：〇〇には、精製糖工場等又は国内産いもでん粉工場のいずれかを記載すること。

事業実施期間：令和〇〇（西暦〇〇）～〇〇（西暦〇〇）年度

取組主体名：

再編集約・合理化計画書

（砂糖類・製粉等加工施設の再編集約・合理化（〇〇））

策定年度：令和〇〇（西暦〇〇）年度 目標年度：令和〇〇（西暦〇〇）年度



１．取組主体の基本情報

（１）名称

（２）所在地

（３）代表者

（４）設立年月日

（５）資本金等及び株主等別の内訳

（６）主な業務

（７）常時雇用する従業員数

（８）担当者連絡先（氏名、所属部署、職名、郵便番号、住所、電話番号、ＦＡＸ、メールアドレス）

２．事業の目的及び再編集約・合理化計画の基本的な方針 　

例）：○○会社が所有する２箇所の精製糖工場について、効率的な製造を図るため、△△工場を廃棄・撤去し、□□工場に再編統合する。

　　　また、再編統合に伴う、原料の増加に対応するため、□□工場の増強・高度化により稼働率の向上を図り、製造コストを低減させる。

　　

３．本取組の対象となる工場等の現状及び目標 　

（１）本取組の対象となる工場等の現状　（現状　○○年度）

①工場等の廃棄等

処理能力 稼働率 従業員数

（トン／日） （％） （人）

○○株式会社
□□工場
（○○市）

計

②工場等の改修等（集約先）

処理能力 稼働率 従業員数

（トン／日） （％） （人）

○○株式会社
□□工場
（○○市）

計

（２）補助事業を活用した再編集約・合理化に係る計画

備考

○○株式会社 ○○工場

△△株式会社 △△工場

□□株式会社 □□工場

注１：再編集約・合理化に取り組む全ての施設について記載すること。

注２：補助事業を活用する計画については該当部分を黄色塗りとし、事業を単年又は２年で実施する場合には不要な欄は「－」と記載すること。

注３：事業実施期間が異なる場合は適宜追加すること。

（注）「基本的な方針」については、現状を明らかにし、どのような取組を行うことにより、具体的にどれだけの効果が期待され、その結果として、目標をどれだけ達成
できるかを記載すること。

事業者名
工場名

（所在地）

原料加工数量

（トン／年間）

事業者名
工場名

（所在地）

原料加工数量

（トン／年間）

事業者名 工場名

整備事業実施後の利用計画

１年目 ２年目 １年後

製造コスト

（円／製品トン）
主な製造品目 施設における課題等

製造コスト

（円／製品トン）
主な製造品目 施設における課題等

３年目
（事業完了年度）

目標年度

事業内容



（３）本取組の対象となる工場等（集約先）の取組後の目標　（目標　○○年度）

処理能力 稼働率 従業員数

（トン／日） （％） （人）

○○株式会社 □□工場

計

その他期待される効果等

事業者名 工場名
原料加工数量

（トン／年間）

製造コスト

（円／製品トン）
主な製造品目 目標の数的根拠


